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研究成果の概要（和文）：バイオインフォマティクス、医薬学分野等の情報解析における統計数

学的基礎理論の研究を行った。特に、逐次選択実験問題について考察し、臨床試験における 2
つの処置法の適用計画において期待効果が最大になるような手法を開発した。また、２標本問

題における推測において重要な役割を果す統計量が非心分布に従うことが多く、特に奇数自由

度を持つ非心カイ２乗分布のパーセント点の近似式を解析的に導出し、カイ２乗検定の検出力

と非心度の観点からも非心カイ２乗分布の近似の良さを数値的に評価した。さらに正規性の条

件を課さないで、非心 t 統計量の分布のパーセント点の高次近似式を導出し、様々な分布の下

でその近似式の精確性を数値的に確認した。 
 
研究成果の概要（英文）：The research on basic theory of statistical mathematics in the 
information analysis of bioinformatics, medical sciences, etc. In particular, we consider the 
problem on sequential experiment of choice, and develop a procedure which maximizes the 
expected effect in an application plan of 2 treatments in clinical trials. The statistic playing 
an important role in the inference of two-sample problem follows a non-central distribution 
in many cases. We analytically derive an approximation formula of a percentage point of 
the non-central chi-square distribution with the odd degree of freedom, and numerically 
evaluate the goodness of the approximation of the non-central distribution from the 
viewpoint of the power and the non-centrality. Further, we derive a higher order 
approximation formula of the percentage point of the non-central t-statistic, and 
numerically verify the accuracy of the formula under various distributions.             
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１． 研究開始当初の背景 
数理統計学の応用分野として医薬学分野

があることはよく知られ、統計的手法が重要
な役割を果すことが認識されていた。特に、
バイオインフォマティクス等の情報解析に
おいて統計解析がますます重要になってき
ていた。そのような中で、様々な生物情報に
関して、統計解析の観点から多重決定問題、
逐次選択実験問題、遺伝的情報を含む生物配
列の解析等について、その解決に向けて統計
数学的基礎理論の構築とその応用が非常に
期待されていた。 
 
２．研究の目的 
バイオインフォマティクス、医薬学分野等

の情報解析における理論的基礎として統計
数学がますます重要になってきている。たと
えば、通常の統計的検定においては仮説を棄
却、受容の２通りの決定を下すため、データ
が臨界値の近傍に落ちた場合の判断、あるい
はデータが外れ値を含む場合の過誤の問題
等が起こり、いくつかの考えられる決定の中
から適切な１つを選ぶ多重決定理論はその
問題を解決する方法の１つで、判断の誤りは
極力避けねばならないような医薬学分野で
の応用に極めて有用になる。そこで、本研究
では、多重決定問題について適当な損失関数
を導入して適切な信頼方式を構成し、その応
用についても考える。また、逐次選択実験に
おいて漸近的に有効な割り当て方式を求め、
その逐次臨床試行における処理の割り当て
への応用についても考える。次に、非正則推
測において、独自の情報不等式を導出して、
それによる最適な推測方式を求め、理論的見
地のみなならず、数値的見地からもその評価
について検討する。さらに、生物情報の解析
については、統計的解析の観点からはまだ未
開拓な部分が多く、統計解析の理論的基礎の
構築とその応用を目指す。 
 
３． 研究の方法 
本研究を進めるためには、従来の統計的推

測における推定、検定の他に、逐次選択実験
的な方法を加味して行うことが必要であり、
それは従来、必ずしも十分に検討されていな
い方法であった。また、分布の高次近似法を
適用するために、特に２標本問題における非
心分布の近似においては、Cornish-Fisher展
開を用いてパーセント点の近似式を導出し
た。さらに、切断分布を含む非正則分布族の
母数の推測においては、従来の正則な場合に
有用な Fisher 情報量は使えないので、一般
化情報量を用いて Edgeworth展開を駆使して
統計量の漸近情報量損失を求めた。その他に
も、高次の大偏差近似も統計量の分布の裾確
率を計算するのに有用であった。 

 
４．研究成果 
本研究課題の下で、バイオインフォマティ

クス、医薬学分野等の情報解析における統計
数学的基礎理論の研究を行った。まず、逐次
選択実験問題について考察した。臨床試験に
おいて２つの処置法の適用計画において、N
人の対象者から n人を選んで１つの処置法を
適用し、その結果によって残りの(N-n)人に
対する処置法を選択する。このとき、問題と
して、「(i)nをどのように選ぶか、そして(ii)
臨床試験の仕方をどうのように決めるか」が
考えられ、期待効果が最大になるような手法
の開発に努めた。実際には、同じ成功確率を
もつ Bernoulli分布に従う２つ独立な確率変
数列を考え、ミニマックスルールの構築を試
みた。 
また、２標本問題における推定、検定にお

いて重要な役割を果す統計量が非心分布に
従うことが多いが、そのパーセント点を解析
的に求めることは必ずしも容易でない。そこ
で、奇数自由度をもつ非心カイ２乗分布のパ
ーセント点の近似式を解析的に導出した。そ
して、カイ２乗検定の検出力と非心度の観点
からも非心カイ２乗分布の近似の良さを数
値的に評価した。さらに、従来は正規性の仮
定の下で非心 t 統計量が区間推定、検定で重
要な役割を果してきたが、正規性の仮定をし
ない場合の非心 t統計量の分布はほとんど論
じられてこなかった。一般には、母集団分布
が正規分布であるという保証はなく、非正規
性の下で非心 t統計量に基づく推測は極めて
重要である。本研究において、独立同分布で
６次のモーメントをもつ非退化連続型確率
変数列の場合に非心 t統計量の分布のパーセ
ント点の高次の近似式を Cornish-Fisher 展
開を用いて求め、非心度の漸近下側限界、漸
近信頼区間も求めた。その近似式の利点はモ
ーメントが分かれば、電卓で計算可能なもの
で極めて利便性が高いことである。次に、ガ
ンマ分布、指数分布、両側指数分布、t分布、
ワイブル分布、ロジスティック分布等で数値
計算等によってその精確性について検討し
た。その結果、第１次近似は必ずしも良くな
いが、２次まで近似すれば標本の大きさが 25
以上で小数点以下２桁位まで合うことが分
かりその精確性も確認された。また、すでに
導出されている正規性の仮定の下での高次
近似式との比較も行ったが、本研究の近似式
は非正規性の下で考えているため少し悪く
なるものの十分利用に耐えられるものであ
ることも確認された。今後、より高次の近似
式の導出が求められる。そして一般に、本研
究のアプローチで、非正規性の下での様々な
統計量の分布の高次近似への道が開かれた
と考えられる。 



 さらに、臨床統計データ解析においてしば
しば現れる切断分布を含む非正則分布族の
場合にその母数に関して統計量が持つ情報
量損失を考えることは重要でそのような場
合に高次まで情報量損失を起こさないよう
な統計量を見つけることを考えた。まず、未
知の母数θをもつ母集団分布からの大きさ n
の無作為標本に基づく統計量の（θに関す
る）情報量は、元の情報量を超えないことは
知られている。そしてそれらの情報量の差は
その統計量の情報量損失として評価されて
いる。通常は、分布が滑らかであるような正
則条件を課した正則な場合を論じ、情報量と
して Fisher 情報量を用いて情報量損失につ
いて考えることが多い。しかし、正則条件が
必ずしも成り立たないような非正則な分布
族の場合には、Fisher情報量は使えないので
Akahira(1996)において導入された一般化情
報量を用いた。ここで統計量の一般化情報量
は分布の非正則性に依存する。従来、密度の
台が区間であるときに、区間の両端点におい
て密度の値は等しく、また両端点における密
度の微分係数の和が０であるという条件を
仮定して、極値統計量と漸近補助統計量の組
から成る統計量の２次の漸近一般化情報量
損失が o(1)となることは示されていた。しか
し、その条件は制約的なので上記の条件を課
さない一般の場合に拡張することが期待さ
れていた。本研究においてその条件を仮定し
ないときにも同様の結果が成り立つことを
示した。このことは Akahira(1991)における
統計量は２次の漸近十分であるという事実
とも符合している。その拡張によってその適
用範囲が大きく広がり応用への道が開かれ
たと考えられる。 
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